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1958年より1959年における西部北赤道海流域の海水，

プランクトン及び魚類の放射能汚染に関する研究＊
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Inthispaper，wedealtwiththeinspectionofradioactivityontheseawater，

planktonandfishes，obtainedfromtheNorthEqUatorialCurrentandKuroshioCurrent

regio、（Fig.１)，duringtheperiodfromJnlyl958toAugustl959．Theresultsobtained
weresummarizedasfollows、

１）Theradiologicalcontaminationofseawaterandplanktons,collectedatthe

regionfromlongtitudesl27､Etol42oBandfromlatitudes6､Ｎｔｏｌ８.Ｎ,hasbeenrecog

nizedfromJulytoSeptemberl958（Ｔａｂｌｅｌａｎｄ３)．

２）DuringtheperiodfromSeptemberl958toAugustl959，mosttheinspected
fish，ｃａｕｇｈｔａｔｔｈｅｓｏｕｔｈｅｍｓｅａｒｅｇｉｏｎｏｆＫagoshimaPrefecture,ｗｅｒｅcontaminatedby

radioactivity（Ｔａｂｌｅ４ａｎｄ５)．

３）Theradioactivityinthekidneyof恥"｡p〃or"sorje"rα"swasmainlyattributable

totheradioelementsofGroupll・Groupll，separateddirectlyfromtherawashesof

thekidney,orfromtheradioactivefractionobtainedbyionexchangeresin,wasfraction‐

atedfurtherintoeachmember（Table６)．RadioactiveelementscontainedinＧｒｏｕｐ

ｌｌｗｅｒｅｐｒｏｖｅｄｔｏｂｅｍｏｓｔｌｙｃｏｍposedofCdfraction・Fromtheresultsofaluminium

absomtioncurveanddecaycurve(Fig.７ａｎｄ８),thenuclideinquestionwasidentifｉｅｄ

ａｓｌｌ３ｍＣｄ(115ｍＣｄ)．Inthekidney,59Fe(55Fe）and65Znwerecomfrmedtogetherｗｉｔｈ

ｌＬ３ｍＣｄ（115ｍＣｄ)．

４）ThequantityofradioactivenuclidesinlOOg､ofthekidneywascalculatedas

follows；’13ｍＣｄ（Ｌ１５ｍＣｄ）0.09浬c,５９Ｆｅ（55Ｆe）0.09“ａｎｄ６５ＺｎＯ､006戸c、

緒 言

著者等は１９５４年に米国がマーシャル近海で行った核爆発実験の影響により生じた放射

能汚染魚の放射能強度，各組織における放射能分布及び放射性元素の定性的性質等につい

て検討した結果を第１報'）として報告した．その後1958年１０月３１日に米英共同声明を

＊本報は日本水産学会の３３年度九州支部大会（11月，鹿児島）と３４年度秋期大会（10月，大阪）に
おいて発表した．

なお本誌第６巻の高田幸二，斎藤要，日高富男：魚肉に対するα３６の挙動及び斎藤要，鮫島宗
雄，田中剛ｇＳ３５の海藻への転移に関する研究（１）を，それぞれ本委員会報告第Ⅸ報及び第Ｘ報と
する．
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以て核爆発実験を中止するに至るまで両国は各禽エニウエトック環礁とクリスマス島にお

いて大小の実験を行っているが，その方法と汚染範囲に変化があったためか，我国におけ

る放射能汚染に関する研究は主として大気汚染及びfallｏｕｔについてなされ,2）直接海洋

及び水産生物を対象とした研究は最近殆んど行われていないようである．しかし著者等は

実験地に比較的近い北赤道海流域とそれより派生する黒潮の流域は我国の主要な南方漁場

であることより両海域と，そこに棲息する水産生物の放射能汚染度の消長並びに同生物の

‘体内に存在する放射性元素の核種と量について深い関心を持ち現在もなお調査と研究を続

けている．

本報では1958年７月から1959年８月までに得た，前記海域の海水，プランクトン及び

魚類（腎臓）の放射能による汚染状況を述べると共に汚染魚の腎臓を試料としイオン交換

樹脂を用いるカラムクロマト法及び担体を用いる分属法を併用して放射性元素の核種の検

索を行ったところ現在もなお多くの試料で人工放射能が明らかに検出されることと，その

放射能の大部分は''3‘uＣｄ（115ｍＣｄ）の存在に基づくことを明らかにし得たので，これらの

結果を従来の結果と比較検討･して報告する．

Fi９，１．Collectingstationsofseawaterandplanktonsand

Hshinggrounds．

○：Ｓｅａwater

●：Seawaterandplanktons

念ｇＣａｕｓｅｌｉｎｅｏｆｔｈｅＫｃｉｔｅｎＭａｒｕ

実験の部

実験材料

海水及びプランクトン：

実験に供した試料は鹿児島

大学練習船敬天丸（265.09

30°Ｎ屯，５００馬力）が１９５８年
７月（第一次航海）と８月

から９月（第二次航海）の

間に南太平洋において採脹

したものである．なおプラ

2０ンクトンの採集は航海中に

１arvanet（口径1.5ｍ）を

時速約２浬で１５分間曳航

して行ったが試料の採集位

置と敬天丸の航跡を示すと

Fig.１の如くである．
１０

魚類（腎臓）：供試魚Iま

’958年９月から1959年８

月までの間に鹿児島県沿岸

及び台湾と鹿児島の南端を

結ぶ線を対角線とするほぼ

０四方形の海面内（Fig.１参

照）で漁獲されたものであ

３る．この海域は１９５４年の
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調査')によると最も多く放射能汚染魚の漁獲されたところである．供試した魚種はバシヨ

ウカジキな"Qpﾉior"ｓｏｒ花"/α"s(CuvIER＆VALENcIENNEs)，マカジキＭｚﾉtα/rα〃7"s""γが

(JoRDAN＆SNYDER)，クロカワカジキＭｚﾉﾋαかα師αz､､ａ（JoRDAN＆SNYDER)，キワグマグ

ｐＺＶ”ZAZ”'"ｓα/6acora（LowE)，クロマグロＴﾙ''""邸srAy"""ｓ（LINNE）であるが本実験

では腎臓について放射能測定及び分析を行った．ここで腎臓を試料としたのは，これが汚

染魚の組織中で汚染度の最も高い臓器で放射能が体表に検出されない個体でも腎臓には明

確に検出される場合の多いことを確認しているからである．更にこれらの大型魚は通常鮮

度保持の見地から漁獲後直ちに船上で内臓除去を行うが腎臓は脊椎骨に沿って腹腔の奥深

くに存在するため市場に水揚げされた魚体でもこれが残存することが多く，肝臓とか幽門
垂等より採集の容易なことも試料とした理由の一つである．

実験方法

試料の調製

海水：１Jの海水より鉄明バンー塩化バリウム沈澱法によって得た沈澱をステンレス製試

料皿にとり乾燥後放射能を測定した.3）

プランクトン：採集瓶中の試料を吸引施過により猫紙上に集め，海水及び水道水で数回

洗潅し赤外線ランプで乾燥後ルツボに入れ約600℃の電気炉で灰化し，灰分100ｍｇをステ

ンレス製試料皿にとり放射能を測定した．

腎臓：乾燥後ルツボに入れ約600℃の電気炉で灰化し，灰分100ｍｇをステンレス製試
料皿.にとり測定に供した．

放射性元素の分属

腎臓の灰化試料について前報'）と同様の担体を用いる分析法を行ったが，第Ⅱ属元素に
対してはFig.２に示す方法により再区分した．

Fig.２．SeparationmethodofGroupll・

Groupll

lDissolvedin6N(NH4)2Sベ

Ppt・ SuPematant

lR淵柵濫LM9fb帯撫,S剛
Ａｓｆｒａｃ.）

andCd++）

Ppt．
（Ｈｇｆｒａｃ.）

Supematant

l柵s9卿柵．｡u，
Ppt．

（Pbfrac.）
Supernatant

lNw柵‘NNH‘｡”
Ｐｐｔ．

（Bifrac.）

Ｐｐｔ．
（Ｃｕｆｒａｃ.）

Ppt，

（Cdfrac.）

Ｓｕｐｅｍａｔａｎｔ

ｌ柵撫｡2NH…
Supematant

lN珊瑚d柵｡
Supematant
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放射性元素のイオン交換樹脂による分離

腎臓の灰化試料を0.2Ｎ塩酸溶液とし，予めＨＲ型としな陽イオン交換樹脂(Amberlite

lR-120,100～200mesh）に塩酸溶液を吸着させた後木村氏等の方法4)に従って0.2Ｎ塩酸，

0.5％シユウ酸,５％クエン酸アンモニウム(ｐＨ3.0,3.5,4.1,4.6,5.1,5.6,6.4)の各種溶離

液で順次溶離を行い，得られた溶出液を各為濃縮してステンレス製試料皿に移し乾燥後放

射能を測定した．

以上の如くして分属叉は分離した区分の放射分析として常法のアルミニウム吸収板によ

るβ線エネルギーの決定及び減衰曲線よりの物理的半減期の算出を行った．

放射能強度表示法及び測定装置

Countは何れもnetcountで海水はcpm/jI，プランクトン及び腎臓試料はｃｐｍ/100ｍｇ

灰分で表示した．測定には科研製ModellOO型Counter(ＧＭ管は科研Ｂ２Ｎ型，マイカ

窓の厚さ1.4ｍｇ/cm2）を使用した．なお測定距離1.5ｃｍで計測したがβ線吸収曲線の作成

に当っては2.5ｃｍの距離とした．

実験結果及び考察

１．１９５８年，敬天丸第一次航海における試料

ｉ海水の汚染

国際地球観測年に当り，南太平洋観測のため南下中の敬天丸は当時実施されていた核爆

発実験による放射能汚染の危険を避けるため７月１７日（16.07'Ｎ，141.58'E）の位置で南下

を中止し，直ちに北上帰港のやむなきに至ったが，この航海5)において採集した海水につ

いて放射能強度を測定した結果はTablelの如くである．

Table1．RadioactivityofseawatercollectｅｄｂｙｔｈｅＫｅｉｔｅｎＭａｒｕ

ｏｎｔｈｅｌｓｔｖｏｙａｇｅｌ９５８（Dateofcounting：Ｊｕｌｙ３０）

Dateofcollection

Jｕｌｙｌ７

１７

１８

２０

Collectingstation

Lat．Long，

16.47'Ｎ

16.07'Ｎ

17.48'Ｎ

21.11'Ｎ

142.035‘Ｅ

１４１．５８'Ｅ

141.00'Ｅ

１３６．１３'Ｅ

Radioactivity
cpm〃．

２２．８

２７．０

１７．６

traCe

Ｔｈｅcpmwasestimatedfbrprecipitatio、，obtaindfroml/、ｏｆｓｅａｗａｔｅｒ．

この結果は７月３０日（採水後10～１３日後）に実験室で測定したものであるが，折返点

附近から採水した海水に放射能が検出された．最も強い放射能を検出した位置は航路の最

南端に当る１６｡07Ｎ,141.58'Ｅで２７cpm/Ｉを示し，これより北上するに従い弱まる傾向が

窺われた．

次に汚染海水について放射能の減衰曲線を求めた結果はFig.３の如くで，試料･の放射能

は計測当初より２５日前後を以て半減した．この事実より検出された放射能は明らかに人

工放射能であって試料中には半減期の短い放射性元素の混在することが諒解される．叉こ

の曲線より推測すれば折返点附近の海水は採水当時２５～50cpm.'ノであったと思われる．

ところで，同年国際地球観測を実施中の“さつま”及び“拓洋，，の二船は７月１４日，ビ

キニ西方約1,300kｍの位置（14霞Ｎ,１５３．E）で大気中に19,000cpm,船体に23,000cpm海
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Fig.３．Decaycurveofradioactivematteriａｌｓｉｎｓｅａｗａｔｅｒ

○：Collectedatl6cO7'Ｎ,141.58Ｅ
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⑬：Collectedatl7°48'Ｎ141.00'Ｅ
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Ｂｕｌｗａｒｋ２０～30cpm

るが，船首部よりのl00cpmをはじめ数佃所で20～60cpmを検出し，前述の“さつま''及

び“拓洋，，の場合と比較し軽度ではあるが本船も汚染を受けたことは確かである．しかし

５日後の７月３０日，著者等が再度行った検査では充分洗樵されたためか放射能は殆んど検

出されなかった．

皿．1958年，敬天丸第二次航海における試料

この航海は８月から９月にわたりインド洋での漁業実習を目的として行われた．その往

路及び復路は121｡～129'Ｅの北赤道海流及び黒潮流域に航路（Fig.１参照）をとり海水を
緯度10・毎に，ブ．ランクトンを復路のみ､２．毎に採.蝶した．

ｉ海水の汚染

海水の放射能測定結果を示すとTable2の如くである：

ソノ０ HIiqＯ

水に150cpm/ノの放射能を検出しているが，この位置より更に西方約1,200kｍの海域にお

いても前述の如く人工放射能が明らかに検出されたのである．この事実は１９５８年の核爆

発実験により北赤道海流域が広範囲にわたり放射能汚染を受けたことを示している．

ｉｉ・船体の汚染

敬天丸は７月２５日帰港後，鹿児島県衛生部により直ちに船体及び甲板上の器具の放射

能強度が測定された．Fig.４はサーペイメーターにより距離１０ｃｍで計測された数値であ

Fig.４．RadioactivityonｄｅｃｋｏｆｔｈｅＫｅｉｔｅｎＭａｒｕｏｎＪｕｌｙ２５，１９５８．

Radioactivitywasdetectedbysurvｅｙｍｅｔｅｒｗｉｔｈａ
ｄｉｓｔａｎｃｅｏｆｌＯｃｍ・ｆｒｏｍｍｉｃａｗｉｎｄｏｗｏｆＧ－Ｍｔｕｂｅ．

吋睡:蕊"）（ 蝿“miWii艦
Topofstem

lOOcpHTV?－

JOE，、上、､魁堪､‐
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1５

Table２．RadioactivityofseawatercollectｅｄｂｙｔｈｅＫｅｉｔｅｎＭａｒｕｏｎｔｈｅ２ｎｄ

ｖｏｙａｇeinl958．（Dateofcounting：Sept､３０ｔｏＯｃｔ､２）

Ｏｎｔｈｅｏｕｔｗａｒｄｖｏｙａｇｅ

186

126.47'Ｅ

127･26'Ｅ

127。31'Ｅ

127.38'Ｅ

127。47'Ｅ

128･03'Ｅ

128.12'Ｅ

128.28'Ｅ

128.36'Ｅ

128.45'E

129oI7'E

I29o30'Ｅ

129｡40,Ｅ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

〃
ｆ
Ｊ
ひ
〃
ノ
ノ
ｆ
Ｄ
０
Ｆ
ｊ
ｆ

７
０
０
０
２
０
１
０
０
９
０
０
０

５
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０

ｒ
半
げ
げ
ぴ
聾
半
げ
げ
少
牟
仔
汗

１
１
１
１
１
１
２
２
２

Sept・１０

ニ
ン
ン
ン

０
０
６
２
０
５
０
７
０
０
６
０
５

。
Ｕ
■
。
■
■
●
■
。
■
●
●
■

１
１
１
６
３
１
１
０
８
１
５
１
４

２
１
１
１
２
１

２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１

Ｄａｔｅｏｆｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

髄融lCWngf雛n吋綴iVity
Dateof

collection
Collectingstation

Lat．Long．
Radioactivity

cpm//，

Ｏｎｔｈｅｈｏｍｅｗａｒｄｖｏｙａｇｅ

1４

ＴｈｅｃｐｍｗａｓｅｓｔｉｍａｔｅｄｆｏｒｌＯＯｍｇ，ｏｆｔｈｅａｓｈｗｉｔｈａｄｉｓｔａｎｃｅｏｆ1.5ｃｍ，
frommicawindowofG-Mtube．

Aug、５21.00'Ｎ127.41'Ｅ
20.00'Ｎ１２７弓37'Ｅ

６１９°00,Ｎ127.31'Ｅ

17.58'Nl27o22'Ｅ

17.00'Ｎ127.21'Ｅ

16.00'Ｎ127.21'Ｅ
715.00′Ｎ127.20'Ｅ

１４｡00'Ｎ127｡l７Ｅ

１３°00.N127oI6E

１２．００'Ｎ１２７ｏ１８ﾉＥ

８１１。00'Ｎ１２７ｏｌ９Ｅ

１０｡00'Nl27o20'Ｅ

9.03'NI27o20E

98.00'Ｎ127.23'Ｅ

6.54'Ｎ127.21'Ｅ

5.00'Ｎ127.19'Ｅ

１０３．５５'Ｎ１２７．１３'Ｅ

ン
ン
ン
ン
ニ
ン
ン
ン
ン
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この結果は９月３０日より１０月２日の問に実験室で測定したものであるが，試料の採水

点が位置的に核爆発実験地よりかなり遠いためか北赤道海流域においても放射能は殆んど

検出されなかった．更にこの結果より，同海域における海水の汚染を論ずる場合は本試料

の採水が核爆発時よりかなり日数を経てから行われたことと’第一次航海で採集した汚染

海水では放射能半減期が;極めて短かかった事実とを考慮しなければならない

ｉｉプランクトンの汚染

プランクトンの放射能測定結果を示すとTable3の如くである．

Table３．RadioactivityofplanktonscollecｔｅｄｂｙｔｈｅＫｅｉｔｅｎＭａｒｕｏｎｔｈｅ２ｎｄ
ｖｏｙａgeinl958.（Dateofcounting：Sept､２９）
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ｌ
ｌ

この結果によると６．Ｎから９Ｎの北赤道海流域で採嬢したプランクトンに多く１０～２０

cpmの放射能を検出したが，それ以外の各点で採娠したものには殆んど放射能が認められ

なかった．

次に汚染試料について放射Fig.５．Decaycurveofradioactivematterialsinplanktons．
○：Collectedat6｡00'Ｎ，127.31'Ｅ能の減衰曲線を求めた結果は
⑫：Collectedatl8o00'Ｎ,128.36'Ｅ

Fig.５の如くで，放射能は短
."－－．、↑､一噸一、、-，－，‐‐…,_,ニー一一DateofcoiIection

期間に減衰する傾向が明らかＣｐｍ
２５

１こ認められるから，この放射

能の多くは植物性プランクト２０

ン中に多く含むと予測される

天然性40Ｋ（半減期1.3×109

年）によるものではなく人工

放射性元素の混在に起因する１０

ことが諒解される．

ところで,著者等は1954年

11月に敬天丸が北赤道海流域０

卜、
Ｉﾖ、、
Ｉ塁
Ｉ､、

|・
’１

|トー。
'’
１１

肘

Ｂｅｇｎｍｉｎｇｄａｔｅｏｆｃｏｕｎｔｉ”

1８７

豆

5０

鵠ｊｌｏｃ‘ｌＮ｡”｜Ｄｃｏｌｌ９５３鍾叫。
lOOdays

(0｡～８，Ｎ，１４７，～152.Ｅ）で採

集した海水，プランクトン及び漂流物についても放射能強度を測定した.6）その結果による

と海水には放射能が殆んど検出されないのに対しプランクトンと漂流物(榔子の実，軽石）

には明らかに放射能汚染が認められた．即ち本実験の結果と同様，同海域で同時期に採娠

した場合でも海水とプランクトンとでは汚染の趣を異にしていたのであるが，この現象は

プランクトンが放射性元素を吸収，蓄積し易い状態にあるためと解すべきであろうか，何

れにしても核爆発実験後かなりの日数を経過した時期に，実験地より遠く離れた海域（ビ

キニ西方約3,000kｍ，クリスマス島西方約9,300kｍ）で採集したプランクトンに人工放

射能が検出されたことは，これが魚類の重要な餌料となる点からも注目すべきことと思わ

れる．

皿1．カジキ，マグロ類の腎臓汚染

ｉ1958年の試料

1954年には多数の魚が放射能汚染のため廃棄されたが，鹿児島県の場合はその大部分が

バシヨウカジキであった.')この結果を考慮し1958年の９月から１２月の間に鹿児島市中央

市場に水揚げされたバシヨウカジキを中心に数種の魚類について腎臓の放射能強度を測定

した．その結果はTable4の如くである．

即ち１１月４日に漁獲された一例が著しく汚染され約1,300cpmを示したが他ば１０～３０

cpm程度で時期的変化も少ない結果となっている．なお，バシヨウカジキ以外にキワグマ

グロ，マカジキ及びクロカワカジキの腎臓についても放射能を測定したが，これらにも同

程度の放射能が検出された．

ｉｉｌ９５９年の試料

本試料は同年５月下旬より８月下旬にいたる間に採集したものであるが，その測定結果

はTable5の如くである．
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Estimatingconditionofcpmwassameinthecaseofplanktons（Table３)．

即ち本年.度の試料は１０～130cpmを示し，全体的にゑて昨年より幾分汚染度の高いもの

が多いようである．昨年度調査した試料は鹿児島県沿岸で漁獲されたものが多いのに対し

本年度のものはそれより南方の海域(Fig.１参照）で漁獲されたものが多かった．なお，こ

の結果より汚染はバシヨウカジキに限らず他の供試魚にも認められることが諒解される．

ところで，前述の如く試料魚の漁獲された海域は１９５４年に汚染魚が最も多く水揚げされ

たところである．当時の結果と本実験の結果を比較すると最近の汚染度は確かに低くなっ

ているが多くの試料に人工放射能が明らかに検出されることは注目に値する．

１V．汚染腎臓の放射性物質

著者等は第１報において1954年に漁獲された汚染バシヨウカジキの腎臓を試料とし通

常の無機分析法に準じて分属を行い,この腎臓中には第ｍ属に属する放射性元素がかなり

存在することを明らかにした．本報では最近漁獲された汚染魚中最も放射能強度の大きい

バシヨウカジキ（1958年１１月４日水揚げ）の腎臓について放射性元素の核種の検索を行

った結果を述べる，

3０ 3０
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1958年の前記腎臓（試料Ａ）と1954年に採集したバシヨウカジキの腎臓（試料Ｂ）を

乾物として現在まで保存していたものとについて担体を用いる分属法(Fig.２参照）で分析
した結果に試料Ｂの採集直後に行った分析結果を併記して示すとTable6の如くである．
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試料Ｂの1954年と１９５９年に行った分属結果を比較すると採;唯当時,第ｍ属に圧倒的に

多く放射能が検出されたものが約５年後では第ｍ属に殆んど検出されず第１I属特にＣｄ
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区分に強く認められる結果となっている一方1958年に採集した試料Ａでは放射能の大

部分が第１Ｉ属Ｃｄ区分に，その一部が第１１１属Ｆｅ区分に検出されている．

次に試料Ａをイオン交換樹脂によって分析した溶離曲線はFig.６－Ａの如くである．

即ち本試料ではＦ,,Ｆ２，Ｆｉｇ．６．Fractionationofradioactivematterialsinkidneyof
な〃qP〃oﾉwsafe"/α"ｓｂｙｃｏｌｕｍｎｏｆａｎｉｏｎｅｘｃｈａｎｇｅ・ Ｆ３及びＦ４の４個所にピ

Resin：AmberlitelR-120（100～200mesh）ークが認められるが放射
ＣｏｌＵｍｎ：１０×200ｍｍ・

能強度の最も大きな区分Velocity：0.5ｍ1./min
Dateofanalysis：Aug,１９５８ はＦ４(ｐＨ4.1クエン酸ア
ＳａｍｐｌｅＡ：Originaltotalcpmwasl,380

ンモニウム溶離部分）で
ＳａｍｐｌｅＢ：Originaltotalcpmwasl,003

ｃｐｍ ＰＨ４,１にピークが{過る
３００卜

SampleA 戸阿ことは’'5ｍＣｄ標準品を

2001１卜！用いた場合の溶出位置と
全く一致するからFig.６

lｏｏｌＦＩＦ２Ｆ３１１１の 溶離曲線はTable6の

『rJ-'-,ＪＩＩＬいい～蕊雷驚亨篭

淵I州↓林|邸|蕊鴬ｎ－Ｉ殆んど第２属ｃｄ区分に

l001SampleB｜Ⅱ移ることも確めている
次にこの区分のアルミ

0#ｰロー…；…ｒＦｌｌｌｌ■画一“ニウム吸収曲線はFig.７
01.0002.0003.000ｍｌ

に示す如くで，これより

算出したβ線のエネルギーは0.6Ｍｅｖである（u3mCd,β線：o57Mev)．一方この区分の

放射能減衰曲線はFig.８に示す如くで半減期はl１５ｍＣｄ（半減期４３日）よりかなり長く，

1'3ｍＣｄ（半減期5.1年）よりは短い結果となっているが270ｍｇ/cm2のアルミニウム吸収

板を挿入しβ線の軟成分をさえぎっての測定では半減期は約４５日であった．

以上の如き化学的及び物理的性質よりみてＦ４区分には113ｍＣｄとl15mCdとの混在して

いることは明らかで，前者が主成分をなしていると推定される．

Ｆ製区分に次いで放射能強度の大きな区分はＦ２(0.5％シユウ酸溶離部分）で，これは放

射性鉄の標準品を用いた場合の溶出位置と一致し，Ｔａｂｌｅ６の分属結果の妥当なことを裏

付けしている．叉この区分のアルミニウム吸収曲線はFig.７に示した如く５５Ｆｅにほぼ一

致しているが減衰曲線をみると減衰は弱Fｅ（半減期２６年）よりかなり急激（半減期約５０

日）であるから５９Ｆｅ（半減期４７日）が主成分をなしていると考えられる（Fig.８参照)．

次にＦ８区分（ｐＨ3.5クエン酸アンモニウム溶離部分）は６５Ｚｎ標準品を用いた場合の溶

出位置と一致し，Fig.７に示した如くアルミニウム吸収曲線及び放射能減衰曲線（半減

期約250日）は65Ｚｎとほぼ一致するから同区分には６５Ｚｎの存在することは確かである．

Ｆ１区分（0.2Ｎ塩酸溶離部分）については放射能強度が弱いため種友な測定を行うこと

が出来なかった．
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孜に１９５４年に採集した

試料Ｂを同時にイオン交換

樹脂によって分析した溶離

曲線はFig.6-Ｂの如くで，

試料.Ａと同様にＦ４のＣｄ区

分に強い放射能が認められ

る．しかし同区分の減衰曲

線（Fig.８参照）よりゑ

てその放射能の殆んどが

113ｌｌＣｄの存在に起因するこ

とは明らかである．叉本試

料のＦｅ及びＺｎ両区分の

Ｃｄ区分に対する放射能比

が試料Ａの場合より小さい

結果となっている．

ところで，試料Ａと試料

Ｂは漁獲年を異にするが

共に同一海域で採集したバ

シヨウカジキの腎臓であっ

て，同時に行った分析結果

によると放射能の大部分が

Ｃｄ区分に検出される点は

類似しているのに対し両者

の減衰曲線に明らかな差が

認められる。この事実より

Fig.７．Aluminiumabsorptioncurveofeachfractionsm

kidneyofZF"Qpﾉio〃！ｓｏ"e"/α"j,（SampleA）

Dateofanalysis：Feb，１９５９

⑬：F2fraction

⑥：F8fraCtion

○：F4fraction

cｐｍｌ

ｌＯ３

1０

【
且
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認 められる。 この事実より０１００２００
A1uminiummg./ｃｍ２

試料Ａは比較的最近汚染を

受けた可能性も一応考えられる．しかしこの考察に関しては試料Ｂが全く物理的減衰を

経たものであるのに対し試料Ａでは更に生物学的減衰を経ている点も考慮しなければなら
ない．

各放射性元素の量：前記の如くして検出した核種の放射能を標準品と比較計測し，試料

Ａの生組織ｌＯＯｇ中に含有される量の概算を求めた結果はTable7の如くである．

前述の如く本試料の放射能は大部分放射性Ｃｄの存在に起因するが量的にみると同元素

は放射性Ｆｅと同程度存在し，放射性Ｚｎは両者よりかなり少ない結果となっている．白

井7)及び佐伯8,9)氏等は1956年に漁獲されたカツオ及びメバチの内臓から放射性Ｃｄを検

出しているが，その分析値を本実験の結果と比較すると他の放射性元素に対する同元素の

量的割合は後者の方がかなり多くなっている．最近採推した多くの試料でもこの傾向は明

らかに認められた．

ところで，放射線防禦国際委員会勧告'0)によりアメリカＮＢＳの数値の１/１０が我国でも

人体に対する許容量とされているが，若し試料Ａを毎日200g摂食すると仮定すれば許容

量に対し放射性Ｆｅは20％，他の元素は更に低い値となる．勿論腎臓は通常食用に供しな
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⑭：SampleB

Table7，QuantityofmdioactiveelementsinlOOg,offreshkidney
ofIhm"”〃oﾉ･"ＳＯＩ･ｉｅ"rα伽（SampleA）

Nuclides

ll31Cd(1151nCd）

59Ｆｅ（55Ｆe）

６５Ｚｎ

Radioactivity（Feb、1959）

0.094浬ｃ

0.090浬ｃ

0.006浬ｃ

Cpm

い上に本試料は最近採雄した試料中で最も汚染度の高い特例であるから，前記の許容量を

信頼するとすれば検出された放射性元素に関する限り試料魚の汚染は問題にならないこと

になる．しかしこれらの放射性元素を体内に保持している魚類自体に対する影響について

は別に考慮すべき問題と思われる．

以上述べた如く最近の汚染試料では放射能の大部分が放射性Ｃｄの存在に起因するので

あるが，Ｃｄが生元素であることは未だ確認されておらず,'１)又第５福竜丸の降灰からも検

出されていない珍らしい元素である.4）これが現在においてもなお汚染魚の体内に撰択吸収

叉は蓄積されていることは極めて興味深い事実で，同元素の生体内における生理的機能の

一端を示唆している現象とも考えられる．

要 約

本報では1958年７月から1959年８月までの間に北赤道海流域及び黒潮流域（Fig.１参

照）で採集した海水，プランクトン及び魚類（腎臓）の放射能による汚染状況と汚染腎臓

に含まれる放射性元素の核種について検討した結果を述べたが，それを要約すれば次の如

くである．



終りに本研究に対.し御援助御指導を賜った本学部高田幸二教授，三重県立大学水産学部
岡田弥一郎教授，東京大学農学部桧山義夫教授，日本大学農獣医学部森高次郎教授及び白

井和雄氏並びに実験に協力を賜った本学練習船敬天丸の乗組員各位に謝意を表する．

尚本研究は文部省科学研究費（綜合）により行われた研究の一部である．

1９３

１）1958年７月から９月までの間に北赤道海流域で採集した海水（採水点’6｡～'7動Ｎ，

,4,｡～,42｡E）及びプランクトン（採:脹点６°～18.Ｎ，127°～128.E）には’0～30cpmの人

工放射能が検出され，これらの測定当時における放射能の減衰はかなり急激で，半減期は
30～７０日であった．

２）1958年９月から1959年８月までの間に鹿児島県沿岸及びその南方海域で漁獲され

たバシヨウカジキ，クロカワカジキ及びクロマグロの腎臓からは10～11300cpmの人工放

射能が検出され，これらの測定当時における放射能の半減期は100～150日であった．

３）バシヨウカジキの汚染腎臓について担体を用いる分属法とイオン交換樹脂法を併用

して分析した結果，第１I属Ｃｄ区分に最も強い放射能が検出された．更に同区分の減衰

曲線及びアルミニウム吸収曲線を求めて113ｍＣｄ（115ｍＣｄ）の存在を確認し，他に本試料
からは５１Fe(55Fe)及び６５Ｚｎも検出された．

４）汚染度の最も高いバシヨウカジキの腎臓1009中の各放射性元素の概算量は''3ｍＣｄ

(1,5ｍＣｄ）0.09“,５９Fe(55Fe）0.09,ａｃ.,65Ｚｎ0.006‘ｕｃで，最近の汚染試料では特に他の

放射性元素に対する放射性Ｃｄの量的割合が多くなる傾向のあることを認めた．

以上述べた如く，核爆発実験の中止された今日でも多くの試料に人工放射能が明らかに

検出されるのである．この事実は同実験による海洋及び水産生物の放射能汚染が予想以上
に甚大であることを示している.
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